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1． 工業生産は 2 ヵ月連続の伸び鈍化 

 

中国国家統計局が発表した 8 月の工業生産

（付加価値ベース、本業の年間売上高が 2000

万元以上の工業企業）は前年同月比 13.5％増

と、7 月の同 14.0％増を 0.5 ポイント下回り、

2 ヵ月連続の伸び鈍化となった（図表-1）。 

企業分類別にみると、国有及び国有持株企業

が同 9.4％増で前月と比べて 0.1ポイント低下、

株式制企業が同 15.5％増で前月と比べて 0.3

ポイント低下、外資系企業が同 10.0％増で前

月と比べて 0.6 ポイント低下と、全般的に鈍化

傾向を示した。 

業種別にみると（図表-2）、今春には東日本

大震災の影響で伸びが 1 桁まで減速した交通

運輸設備製造が前年同月比 12.4％増、化学繊維製造が同 14.1％増と伸びを高め、衣類・靴・帽子

製造も高位の伸びを維持したものの、食品製造が同 14.1％増と 2.5 ポイント低下、電力エネルギー

生産供給が同 7.7％増と 1桁の伸びに落ち込むなど不調な業種も多く、全体の伸びは鈍化した。 

（図表-1） 

中国の工業生産（付加価値ベース、規模以上）
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（資料）ＣＥＩＣ
（注）規模以上とは本業の年間売上高が2000万元以上の工業企業

 

（図表-2） 

工業生産（付加価値ベース、規模以上） （単位：％）

工業生産

（付加価値
ベース）

食品製造
衣類、靴、
帽子製造

家具製造
化学原料
・製品製造

化学繊維
製造

金属製品
交通輸送
設備製造

電気機械
等製造

電力エネル
ギー生産供

給

2011年1-2月 14.9 15.7 17.4 20.5 16.4 13.2 20.0 12.8 16.6 13.0

2011年3月 14.8 17.1 15.2 18.3 14.7 10.6 19.8 13.7 17.3 13.5

2011年4月 13.4 14.3 14.4 14.5 13.9 6.7 17.2 9.7 14.3 11.7

2011年5月 13.3 21.1 15.9 10.7 13.0 8.5 17.8 7.8 14.2 10.9

2011年6月 15.1 20.7 16.7 14.9 15.8 10.7 19.3 10.7 16.2 11.3

2011年7月 14.0 16.6 16.6 13.2 14.9 10.4 17.9 11.2 12.9 10.5

2011年8月 13.5 14.1 16.6 13.4 13.9 14.1 16.0 12.4 13.4 7.7

（資料）ＣＥＩＣ
（注）規模以上とは本業の年間売上高が2000万元以上の工業企業
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２．商用車の大幅減産には一旦は歯止め 

 

主要産品の生産動向をみると、東日本大震災の影響が大きかった自動車生産は、今年 4、5月と 7

月にはマイナスに落ち込むなど冴えない状況が続いていたが、8 月の生産は前年同月比 9.5％増と

比較的大きな伸びを示した（図表-3）。内訳をみると、セダンが同 15.9％増、ＭＰＶ(多功能乘用车)

が同 22.2％増、ＳＵＶ(动型多用途乘用车）が同 37.2％増と、乗用車が全体的に好調な伸びを示し

た。また、バス・コーチは 7 月の同▲25.3％から 8 月は 2.8％増にプラス転換、トラックなど載荷

車両も 8 月は▲15.9％と減少ピッチが緩み、大幅減産には一旦は歯止めが掛かった。 

図表-4 に示した鋼材生産は、8 月は前年同月比 12.9％増と前月の同 14.9％増から 2.0 ポイント

伸びを落とした。特に事故や汚職問題で揺れた鉄道用鋼材が同▲32.9％の大幅減産となった。また、

家電生産では（図表-5）、8 月はエアコンが前年同月比 36.5％増と高位の伸びを続け、昨年は不調

だったカラーテレビも同 20.2％増と増産ピッチが高まったが、洗濯機は同 11.7％増、冷蔵庫は同

13.5％増と 2 桁増ながらも、伸び率は 2ヵ月連続の鈍化となった。 

 

 

（図表-3） 

自動車生産の内訳（前年同月比） (単位：％）

 自動車生産

1ℓ以下 1-1.6ℓ 1.6-2.0ℓ 2-2.5ℓ 2.5-3.0ℓ

2011年1-2月 6.2 5.9 0.0 12.4 7.1 -20.0 -30.0 25.8 84.4 5.3 1.8

2011年3月 9.9 7.9 18.5 19.5 6.2 -37.6 -12.5 22.2 54.9 19.4 4.5

2011年4月 -1.6 0.7 -19.4 20.3 -12.6 -32.3 -40.0 -2.2 17.7 8.7 -11.6

2011年5月 -1.9 3.3 -5.3 7.7 -9.3 22.0 0.0 -10.8 21.3 -1.0 -18.8

2011年6月 3.6 14.1 -14.5 19.1 18.0 -9.6 -8.3 15.8 13.6 -10.1 -20.2

2011年7月 -1.3 12.6 -22.4 18.1 5.5 51.4 -23.1 5.1 28.2 -25.3 -26.8

2011年8月 9.5 15.9 -26.8 17.4 33.6 -8.2 28.6 22.2 37.2 2.8 -15.9

（資料）ＣＥＩＣ、中国国家統計局
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（図表-4）                （図表-5） 

中国の鋼材生産
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中国の家電生産
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